
固液分離技術の目指す先

固液分離 は､古 い技術 と

見 なされる反面､近 年重要

とな って いる環境 保 全や

資源 の循 環利 用 にお いて

は､欠 くことのできない技

術で あ り､ま た､膜 ろ過な

どは比較的新 しい技術 として位置づけ られている､

しか しなが ら､総 体的 には､固 液分離 は､長 い伝統

を持つ技術 であ り､こ れ まで の長 い年 月の問に着

実な技術改 良がなされ､高 い分離速度や高 い清澄

性､脱 水度 を得るための装置や操作法が検討 され､

技術その ものについて は次第 に飽和 に近づきつつ

あるようにも思われ る｡私 自身､こ の分野の研究者

として身を置 いて以来､そ れな りの年 月を重ねて

いるが､大 きな ブ レー クスルー を見 出す のが昨今

では困難 にな りつつある と感 じて いる｡と はいっ

て も､や は り高性能化は最大の課題 と見なされ､し

のぎを削って研究･技 術 開発が進められている｡

しか しなが ら､固液分離技術 につ いて も､他 の技

術 と同様に技術の高度化 自体が 目的 とはな り得ず､

その技術 によって我 々の生活 にもた らされる快適

さが評価 の指標 となるはず である｡た とえ ば液清

澄化 を例 に とって も､液 の清澄度 をで きる限 り高

める ことは一つ の 目標 とな ろ うが､技 術 の粋 を尽

くして どこまでも無制限に高める必要はな く､使

用 目的 に適 った レベルの清澄 性を狙 うべきで ある

ことはい うまで もない｡そ れを忘れて しまうと､た

とえば廃水 を処理 して中水 として循環利用 しよ う

とい う場合 に も､高 度な分離操作 を複合 させ て飲

料水 の基準 をも満足する高純度の水 を造 る技術 を

確立 し､そ の利用 を推奨する ことになる｡使 用目的

に応 じた純度の水を造 ることが大切であるが､技 術

者 は､得 て して､よ り高度な技術の追求 に走 る場合

が多 く､得 られた結果 に自己満足す ることが多い｡

現在､"ス ロー ライ フ"が 見直 されているのを例

に挙 げるまで もな く､技 術の進歩 とそれに伴 い人

間が享受す る様々な意味での豊かさとのバ ランス

をいかに うま く保つかが､い つの時代 にも問われ

てきた｡技 術の進歩 自体 が我々の豊かな生活 を必

ず しも保証す るわ けで はな いことは 自明であ り､

技術 をいか にうま くコン トロールす るかが大きな

鍵 とな り､技 術者一人一人 にもそれを判 断す る能

力が問われることになろ う｡



去 る8月21～22日 の2日 間に

亘 り信州 地 区に所在す る創業

以来45年 間増収増益 を誇 る伊

那食品工業㈱に於ける講演会 と

工場見学 を初 日に､翌 日に 日本

デルモ ンテ㈱ およびマ ンズワイ

ン㈱ の工場見学会が18社､24名

の参加 を得て開催 された｡参 加

者一同(一 部現地参 加)はJR塩

尻駅に集合 し松本代表幹事 を団長 として勇躍第一の訪

問先である伊那食品工業㈱ へ と伊那バスでアル プス連

峰 を眺めなが ら中央 自動車道 を一路南下 した｡

同社は既 にテ レビで全国に放映紹介 されてお り､改 め

て紹介す るまで もないと存 じますが､長 野県 の南部､伊

那市にあり南北に長い伊那谷の略中央 に位置 し､年 間売

上高125億 円(2002)､従 業員315名(2003.3)､高 収益性

を有する超優良企業です｡伊 那食品工業に到着後､早 速､

同社併設の レス トラン"ひ まわ り亭"で 昼食を取 り､同社

豊 岡専務(本 会理事)お よび関係者 の案内で北丘工場 を

手初めに藤沢工場､同 社主力工場の沢渡工場を見学 した｡

元 々､寒 天 は江戸時代､関西よ り行商人によ り寒 さが厳

しく空気が乾燥 した良質 の水資源 が豊富な諏訪地方の

農家 に副業 として伝え られ､地 場産業 として栄 え､や が

て時代 と共に今 日の多 目的用途を もつ食品産業 に大 き

く発展している｡

此処で寒天の製法 について概略を紹介する と､同社の

原料 となる海藻類は国内はもとよ りモ ロッコ､チ リ､ポ

ル トガル､ス ペイン等の海外か らも特性に応 じて仕入れ

(開発栽培 も?)て いる｡工 程として①原料(テ ングサ､オ

ゴノ リ等紅藻類の投入)→ ②抽 出(洗 浄､泥､砂 貝を除去

後､寒 天の抽出)→ ③ ろ過(寒 天液 と海藻粕 に分離)→ ④

凝固(寒 天液を冷却 し トコロテ ンにす る)→ ⑤圧搾脱水

(脱水機で トコロテンを加圧脱水 し､寒 天にする)→ ⑤冷

凍脱水(凍 結後､解 凍 し､寒 天 と→⑥乾燥/粉 砕/製 品水

分に分離する)ど の工程 とも完全 に自動化 され､熟 練が

入る余地が無いとの説明であった｡

製品は食品用 はもとよ り工業用･医 薬用･化 粧品用･試

薬用,細 菌類の培養･培 地､バ イオテクノロジー向け等の

幅広 い用途があ り､最近ではアガロオ リゴ糖の抗癌性が

発表 された り､便秘に良いとか､介 護食への応用等､用 途

に合わせて100種 類以上の寒天が生産されている｡

工場見学の後､本 社に併設 している"か んてんぱぱホー

ル"に 移動 し同社社長､塚 越 寛氏の"企 業経営理念"に 関

する講演 を拝聴 した｡同 ホールは赤松林に囲まれた薄茶

色の レンガ造 りの優美な造 りで､同 ホールには有名な山

岳写真家､青 野恭典の常設展示場､各 種展示室､喫 茶コー

ナーがあり､他 の"触 れ合いの場"同 様､見 学の人々へ も開

放 して いるとの事であった｡講 演 に先立ち同社のビデオ

紹介があ り､松本代表幹事 の謝辞､続 いて講演 を約1時 間

30分 拝聴 した｡紙 面の関係 もあ り要約 し報告する｡社 長

のお話 として"い い会社"を 実現す る為 に創業以来､心 掛

けた事 として⑳経営者 の人生観 と経営哲学 によって社

員のヤル気､意 欲が高まる事⑭ 目先の利益を追わず常に

長期的視野 に立 って種 まきをする事⑬ 企業 は誰の為に

何のためにあるかを考 え人間尊重 の経営に努める事⑳

よ り豊かな楽 しい社会､地 域社会実現のため､企 業も環

境､雇 用､納 税､メ セナ等の分野で深 く係わっているとい

う自負と責任感 を持つ事｡そ の他バ ランス経営の視点か

ら経営 の話 しをされ､特 に"研 究開発力 こそ成長の源"と

して商品開発に力を入れ､従 業員 の約15%を 投入 し､ユ

ーザーの視点で商品 ､食品加工設備の開発まで 自社で手

がけているとの事であった｡

16時40分､同 社 に別れ を告げ､宿 泊先である戸倉･上

山田温泉､上 田館 に向かった｡千 曲川沿いにある上山田

温泉は信州の熱海 とも言われ､善 光寺参 りの精進落:とし

の湯治場 として年中賑わ っている所 との事?｡上 田館は

千曲川に面 し部屋か らの眺めも素晴 らしく､落 ち着いた

由緒ある旅館でした｡

懇親会は 日本練水㈱栗原次長の司会の下 で進め られ､

東洋スクー リン㈱廣濱社長の講演･工 場見学会の成功を

祈念 しての乾杯 の音頭､松 本先生のご挨拶等､和 気謁謳

の中､参 加者各人の 自己紹介､貴 重な情報交換等で賑や

かに懇親会が進められた｡22時 にな り已む無 く1次 会は

解 散 した が､2次

会 以 降 の レポ ー

トは紙 面 の都 合

で残 念 乍割 愛 さ

せ て 頂 く｡<金 星

製紙㈱ 垣添三正〉



見学会2は 出発時刻の9時 前には全員ホテルのロ

ビーに集 まり､予 定通 りバ スに乗 り込んだ｡昨 日同様晴

天に恵まれ,最 初の見学地である日本デルモ ンテ㈱長野

工場へ向かった｡隣i町 ということで宿泊先のホテルか ら

はr分 程で到着 した｡

日本デル モ ンテ㈱

長野工場は昭和36年

に設立 し､従 業員100

名､年 間売上 高75億

円､皆 さん お馴 染 み

の トマ トジュース､野

菜ジュー入 フルーツ

ジュースが主力製品となる｡冒 頭､小 原工場長よ り工場概

要およびジュース製造工程について説明していただいた｡

長野工場では､ゼ ロエミッション化を 目指 し､現 在 リサ

イ クル率9&6%を 目標 に運動 しているそ うだ｡

工場見学 は原料 トマ トの受入～洗浄､ト マ トジュース

の瓶詰め､排 水処理 の各工程 で行われた｡原 料 トマ トは

生食用 と異な り皮が固く､輸 送中に潰れないよ うに品種

改良したものを使用 している｡試 食 してみたが汁気は少

ないものの甘 くておいしい トマ トだった｡ト マ トジュー

スの瓶詰 め工程 は､ク ラス10000の クリー ンルームで行

われ､ク リーンスーツの着用､手 洗い･殺 菌等厳 しい安全

衛生管理がなされて いた｡洗 浄 された瓶に次々 と真っ赤

な トマ トジュースが充填 されて いた｡排 水処理設備は活

性汚泥方式で あり､ト マ ト色をした排水を余剰汚泥が少

なくなるように工夫して処理していた｡

見学後､日 本デルモ ンテ㈱ のご厚意 によ り冷たいジュ

ース(ト マ ト､ア ップル､パ イン､グ レープフルーツ､ク ラ

ンベリー)を 振る舞っていただき､夏 の暑さで乾 いた喉を

潤 した｡衛 生面の都合によりジュース製造工程を見学す

ることができなか ったことは残念であったが､見 学コー

スがないにもかかわ らず快 く案内 していただいた小原工

場長はじめ工場の皆さんに感謝 しつつ工場を後にした｡

更埴 か ら上信越 自動車道 に乗 り小諸 まで1時 間弱移

動 した｡昨 夜の疲れのせ いか?バ スの心地よい揺れに眠

気 を誘われ､バ スの中は静 ま り返ったよ うだった｡昼12

時前 には次 の見学地 であるマ ンズワイ ン㈱小諸 ワイナ

リーに到着 した｡

マンズ ワイン㈱小諸ワイナ リーは浅問山か ら続 く陽

当た りの良い南斜面に位置 し､周 囲にぶ どう畑､敷 地内

に広大な 日本庭園と芝生広場があ り､高級 ワインを昔な

が らの手作 りで生産 している｡天 然素材 を使用 し､酸 化

の原 因 となる ろ過 を

極力減 らし､ワ イ ン本

来 の風 味を引き立た

せ るよ うに製造 工程

を工夫 しているそ う

だ｡井 手工場長の案内

でぶ ど う畑 か らワイ

ンができるまでを見学 した｡良 いぶ どうを育てる秘訣は

天候､土 地､収 量制限であ り､ぶ どうの房が程良 く実った

ところで3分 の2を 落とし甘み､栄 養分を集中させてあげ

るそ うだ｡収 量は減って もお いしいワイ ンができるとい

う訳だ｡日本庭園の下にある地下ワインセラーでは時々ワ

インセミナー等の催 し物が行われるようで､中 でワインを

飲めばさなが ら中世ヨーロッパ貴族になった雰囲気で し

ょう｡ワ イナ リーにある貯蔵タンク､遠心分離器等の製造

設備は安価な ことから外国製(イ タリア､フ ランス他)が 多

く､我々国内メーカーも負けてはいられないと思った｡

見学後､反 省会を兼

ね ワイナ リー内の レ

ス トラン樫 でバーベ

キューを楽 しんだ｡井

手工場長か らの ワイ

ンの差 し入れもあ り､

グ ラスを片手に思 い

思 いに会話を楽 しんだ｡昼 食後は常時40種 以上を揃える

という試飲 ワインをテイスティングし大満足でワイナ リ

ーを後に した｡15分 ほ どの移動でJR佐 久平駅 に到着 し､

現地 にて解散 となった｡講 演･見 学会に初めて参加 させ

ていただきましたが､普 段 あま り見 ることができない食

品製造工程を見学できたことはもとより､会 員企業の方

々と親睦をはかれた ことは今後の貴重 な財産になるも

のと思 う｡最 後 に､見 学させて いただいた伊那食品工業

㈱､日 本デルモ ンテ㈱､マ ンズワイ ン㈱の方々､そ れと本

講演･見 学会 を企画 された横浜国大松本先生はじめ事務

局の方々に感謝を申し上げて､結 びとさせて頂 く｡



去る6月27日 にLFPI基 礎講 座が横浜国立大学 にて開

催 され ました｡そ の各講義の感想 をレポー トいたします｡

1液 体およびスラリーのレオCジ ーと移動現象(横 浜国大

松本幹治教授)松 本先生の講義は､流体

の分類から始まり粘性とは何か?管 内

の摩擦､乱流 と層流の関係等われわれ

に必要な流体の基礎知識について解り

易く説明いただけました｡また､熱伝達

移動など以降の講義に関連する移動現

象も説明いただき､多岐にわたって流

動 についての説明を頂けました｡普 通に使用 している計

算､考 え方 も再認識する ことによって理解 を深める こと

が出来 ました｡

2バ ルブの基礎およびバルブと流体との問題について(㈱

キッツ 斎藤 茂氏)シ ステムを設計す る

際､バ ルブは流体 制御 の基本 とな りま

すが各バルブについてそれぞれの特徴､

長所/短 所を系統立てて学ぶ事 が出来

た と思 います｡特 に興 味を持 った のは

キ ャビテーションによるバルブの損傷

事例です｡配 管設備､特 にポ ンプにおけ

るキャビテーシ ョンの問題 につ いては配管設計の際に

は注意 して参 りましたが､バ ルブの事例写真 を見たのは

初めてでした｡ま た､キ ャビテー シ ョンの発 生イ メージ､

チョークフローは非常に解 り易く説明いただきました｡

3.流 量の電気的計測と制御(桜 エンドレス㈱ 秋山洋平氏)

液面,粉 体､流 量測定それぞれの測定機

器 を種類別に特徴､長 所/短 所が良く理

解できました｡ま た､講 義で一番興味を

覚えたのは､PROFIBUS-PAを 使用した

制御 システムの実例 としてビッ トブル

ガー ビールカンパニー(ド イツ)の状況

を聞き非常に興味を覚えました｡特 にコ

ス ト面､制 御機器の単純化､将 来性においてFOUNDATI一

〇NFIELDBUSよ り優れている ことは理解できました

が､小 規模のシステムにも応用可能なのか興味があると

ころです｡テ キス トにバ ッチ処理に適 していると記述が

あ りますが､連 続運転での使用 になぜ適 していないのか

?な ど見直す とさらに知 りたいことが多くありました｡

e.熱 交換器の種類と熱移動計算(アルファ･

ラバル㈱ 藤原 均氏)様 々なタイプの熱

交換機の説明を受け､今 後いろいろな

場所で作業する ときの重要な基礎知

識 として活用できる と感 じました｡ま

た､熱 移動計算は独学で理解 していた

ので系統立てて説明を受 けることで

内容が良 く理解できました｡例 えば､"並 流と向流 との温

度差の違い"に ついて通常向流を使用 していますが､並 流

であまり使用 しない理由を初 めて知 りました｡

F配 管および熱交換器の防触技術(アクアス㈱ 岡崎英進氏)腐

食 の発生 メカニズムか ら腐食事例ま

で丁寧に説明いただけました｡特 に腐

食事例については､多 くの写真 により

非常 に解 り易 く説明いただけました｡

事例 につ いては､初 めて見る物 も多 く､

ボイ ラー内の温度､PHの 影響 による

腐 食には驚 きました｡ま た､そ れぞれ

の腐食要因については考え る点が多 く今後 の設計に反

映 させていければと感 じました｡

6.ま とめ それぞれのテーマで内容が盛 り沢山の講習に

なってお り､時 間がかな り短 く感 じました｡内 容 も充実

してお り､今後 も継続 して参加する意義 を感 じましたが､

出来れば各テーマ毎にもう少 し掘 り下げて説明 をお聞

きできれば と思いました｡会 社 に戻 りテキス トを読み返

して説明を受 けて いない部分で興 味の有る内容 もあ り

ました｡今 後､後 輩への指導･説 明の参考 にもな り良い勉

強が出来たと思います｡

7,交 流会に参加して 講習会後､交 流会は大学内のきゃ ら

亭 にて橋本副会長の乾杯で始まりました｡そ れぞれのテ

ーブルを移動 し､自己紹介 を行 いなが らお話 しできるよ

い機i会と感 じま した｡ま た､講 師の方 に講習会 での疑問

点を個人的 に確認 した り出来 るの も他 の講習会 にない

意義 を感 じました｡〈富士 フィルター工業㈱ 小西進二〉



平成15年7月1日､東 京水産大学 において､講 師に廣川産

業･技 術研究所､所 長廣川一男氏および､福 岡大学教授､

松藤康司氏の両氏を迎え｢循 環型社会の構築のための方

策 と評価｣と 題 して､LCP分 科会主催で講演会が 開催さ

れた｡当 日､梅 雨空足元 の悪 い中､20名 を越 える参加者

を得て講演 と活発な討論が行われた｡特 に討論の時間は

LCP分 科会の名物｢た っぷ りゆっくりデ ィスカッション｣

の名のとお り､よ りフランクな意見交換の場になった こ

とが深 く印象付けられた｡

最初 は廣川一男氏による｢循

環型社会構築の問題点と各々の

解決策の評価について｣と 題 し

て75分 の講演 をいた だ いた｡

資料として40枚 を越えるOHP

のも とに､主 と して工業 的視

点 か ら環境 問題 を過 去､現 在､

未来 と総括 的 に論 じ､液 体 清

澄化 に関する今後 の ビジネス

チャンスにも言及された｡

18世 紀のイギ リス産業革命以前､リ サイ クル に関 し

て､ほ ぼ完全な形での循環型社会が形成 されていた こと｡

産業革命以降､1次 産業の分業化､大 量生産･販 売･消 費･

廃棄の世界的拡大 に伴 う､地 球環境問題の発生 とその認

識｡そ れ に続 く21世 紀へ の持続可能な リサ イクルシス

テム による､新 石器時代の農業 革命､18世 紀の産業革命

に続 く第三の社会変革の予測｡

そ して､循 環型社会構築への､現 在行われて いるさま

ざまの取 り組み を､具 体的な資料 を以って､ほ ぼ全方位

と思われる内容で講演 していただ いた｡こ れ によ り､と

かく狭い視野か ら取 り組みがちな環境 問題の対策が､包

括的な見地に立って改めて見直す よい機会となった｡特

に､3R(リ デ ュー ス･リ ユ ー ス･リ サ イ クル)tLCD､

DforE､グ リー ン購入(調 達)､あ るいはフ ァクターXと

いったさまざまな環境キーワ

ー ドの意 味と関連性が良 く理

解が出来たように思えた｡

引き続 き福岡大学松藤康司教

授による｢廃 棄物埋立地の機能と

新しい埋め立てシステム～浸出

水処理システムの変化を中心と

して:～｣の題 目で講演を頂 いた｡

まず縄 文時代の貝塚はゴミ捨て場 と思っていません

かとの問いかけが あ り､貝塚 はゴミ捨て場で はな く｢墳

墓｣で 宝物が埋 まっているものです との話か ら始 まった｡

昭和47年 か ら福岡市 ごみ埋立地で浸出汚水の研究･実

験 を行ない､水 質調査では､現 在であれ ば､自 動採取や計

測器が使用 され る所で あるが､当 時は機材が整ってお ら

ず､毎 日手作業で汚水の採取を行なった｡し か しこれ ら

の作業 を通 じての観察･考 察か ら.有 効的な集水装置が

提案出来た｡こ の方式は､排 水性が良 く､集水装置を通 じ

て新鮮空気の埋立地内部への浸透 によ り､ゴ ミの分解促

進､汚 水の浄化作用の高まる効果が確認 され､｢準 好気性

埋立｣と 命名 したが､福 岡方式 とも言われ改良も加えて

全国に広 まる方式 とな った｡現 在､塩 類やダイオキ シン

等の微量有害物質の問題 もあ り､処理方式は目的に応 じ

て種 々の組合せ によっているが､準 好気性埋立が基本 と

なっている｡最 後 は､埋 立地は､生 き物であ り､入 体 にな

ぞ らえ､定 期 健康 診断(モ ニタ リング)に よって､埋 立地

の健康状態 を把握 しつつ､問 題 点の早期発見､イ ンフォ

ーム ド･コ ンセン トの概念を埋立地 にも導入 し､社会 環

境 システムの構築が重要な課題であるとの講演で締め

括 られた｡

埋立地汚水処理の研究 に関する話であったが､種 々示

唆に富み興味引かれる講演でもあった｡

講演会終 了後､水 産大 学食堂で交 流会が開催 された｡

今回講演会への参加者がやや少なかった面 もあるが.そ

のため交流会は､講演 者､LCP分 科会大矢氏､脇 屋氏 を中

心 に意見交換な どが進み､有 意義な講演 会･交 流会 とな

った｡〈東洋スクリーン工業㈱ 坪内信行､森 永エ ンジニ

アリング㈱ 高瀬 敏〉



去る9月3日(水)横 浜国立大学にて首題基礎実験講座

が開催 され ました｡私 は会社では細菌試験 も行 っていま

すので､今 回の講座 は非常 に参考にな りました｡講 座内

容は一杯あ り時間 も短 く感 じました｡順 次内容 について

報告 いたします｡ま ず最初は､

(1)微 生物管理の纂礎と応用事例(講 義)石 関忠一氏で

した｡講 義 は非常 に分か りや す く頭

で分かっていて も今回認識 を新た に

した思 いが します｡ま ず法律 につい

ては憲法か ら衛 生六法 までいろいろ

あってビックリした｡衛 生六法は(1)

薬事法(2)伝 染病予防法(3)公 衆衛生

法(4)食 品衛生法)(5)水 道法(6)理

容法と(1)～(6)ま であるそうです｡

微生物 の有用性について｡我 々の生命維持に欠かせな

いある種の必須 アミノ酸 を体内で微生物が作 っている

海を汚染する事故による重油の流 出も微生物が重油の

分解 を行 っている､そ うです｡微 生物 を利用 した製品､あ

るいは逆 に微 生物 を嫌 う製品は数限 りな くあ りますが

PI法(製 造物責任法)と いう法律でメーカー責任が明確

化されています｡

微生物にはウィル

ス､リ ケッチャ､マ イ

コプラズマ､細 菌､真

菌､原 虫 まであ り､一

般の試験で検出でき

るのは細菌､真 菌 の

一部だそ うです(大 部分は検 出できない) ｡ラ イ菌､リ ン

菌､結 核菌は特別な方法でな いと検出できないそ うです｡

人血球サイズは7μmく らいで あ り､毛細血管の太 さ

も同じ位 だそ うです｡し たがって7～10μm程 度の異物

が血液 中にはいると毛細血管を詰ま らせ､脳 梗塞等を引

き起 こすそ うです｡微 粒子 はカウンターで測定できます

が､微 生物の検査 は14日 間の培養が必要です｡細 菌の増

殖 はA,B,C,Dと 段階があ り､B,Cの 段階(対 数増殖期)が

非常に強 いそ うです｡ATP法 です と､微 生物 をリアル タ

イムで測定で きます｡細 菌の個数の単位はCFU(COIo-

n`FOrmingUnite)で 表示 します｡意 味 としては増殖

す る能 力のある細菌数です｡水 道法では100CFU/m1以

下 と定め られています｡滅 菌は裁判上半永久的に滅菌 し

た と保証される(無 菌 と同じ意味)そ うです｡あ るメーカ

ーの注射器の包装が破れていたそ うですが全て焼却処

分 されたそ うです｡理 由は再度滅菌 して もエ ン ドトキシ

ンフリーな どが保証 されないか らだそ うです｡

(rE)次の講義は古川俊夫氏の微生物対策のエンジ=ア リン

グで した｡装 置の洗浄 は乾 いていると汚れが落 ちな い(

電気二重層)､装 置殺菌後は直 ぐに使用すること､そ して､

という計算式で表せるそ うで､こ の

うちひ とつで も欠ける と対 数的に

消毒 の効果 がな くなって しま う事

だそ うです｡他 に計器 の取 り付 け方､

液 だま りを無 くすよ うに傾斜 させ

て使 うとかお話があ りました｡

(3)講 義の最後として畑山勝治氏と斎藤渉氏による微生物

汚染の迅速測定法が話 され ました｡検 出原理 はATP(ア

デ ノシン三 リン酸)に ルシフェリン､ル シフェラーゼ と

いうキッコーマ ン㈱製発酵酵素 を反応 させ→発光 させ

→検 出微生物数の数値化 させ る ものです｡検 出結果 は

RLU(Relativelightunit発 光量)で 表示 します｡日 本

ミリポア㈱ の製品では水 中の菌 をMFろ 過によ り濃 縮､

短時間の培養後､同 様に検 出させる方法です｡こ の リア

ルタイムでの生菌数測定法は大きな意味を持 っている

と思 いますが､検 出限界 という面か ら見 ると現状1Q～

103CFU/m1位､MF濃 縮を行 うと100CFU/m1位 ですが､

将来的 に無菌試験 を同等 レベル まで10-2～10-3CFU

/mユ行けば革命的な試験法になると思います｡

基礎 実験では､(3)

の 迅速 測 定 法 の説

明 に沿 った 形 で キ

ヅコー マ ン㈱ 斎 藤

渉氏 によ る ル ミテ

ス ターPD-10&ル

シバ･ソウワイ ド(キ

ッコーマ ン製)を 用いたATPふ き取 り検査の実習および

日本 ミ リポ ア㈱ の畑 山勝 治氏 に よ るMicrOStar-

RMDS(日 本ミ リポア製)を 用いた微生物検 出実習が行

われた｡無 菌寒天培地による指か らの微生物検出は数 日

時間を要する為､そ れぞれ参加者が持 ち帰 り観察する事

となった｡石 関先生よ りくれ ぐれも電車の中な どに忘れ

ないように厳重注意があり笑いを誘ったが､笑 ってい ら

れな い状 況 もあ り

得 る事 も十 分 認識

したつ も りで 帰途

につきました｡

〈日本濾水機工業㈱

臼井裕之〉



企画の主旨LFPI国 際交流委員会では2000年 の｢第26

回アヘマ視察 と欧州液体清澄化技術動向調査｣､2001年

の｢日･台 液体清澄化交流会｣､2002年 の｢中 国清澄化技術

調査｣な どに引き続 き､2003年 にはニ ューヨークで開催

されるCHEMSHOWに 合わせて米国ろ過技術視察 を企

画 して いました｡し か し本年初頭か らテロや戦争などの

世界事情 を考慮に入れ､こ の企画を2004年 ニューオリン

ズで開催 される第9回 世界濾過会議 まで延期する ことに

決定 しました｡2004年 のツアー予定 として

①第9回 世界濾過会議に参加する

②米国企業を訪問･見 学 し企業間の交流を深める

③期間は9日 間とする

を基本として計画を進める ことにな りました｡

世界濾過会議は通称WFC(WorldFiltrationCongress)

と呼ばれ来年は第9回 を迎えます｡

4月18日 か ら22日 までアメリカ･ル イジアナ州ニュー

オ リンズのHyattRegencyHotelで 開催 されます｡1972

年に第1回 がパ リで開かれ､そ の後イギリス､ア メリカ､ベ

ルギー､フ ランス､日 本､ハ ンガ リー､そ して前回1990年

にはイギ リスで開催 されています｡

今回の訪問先として膜メーカー､フ ィルター､エ ンジニ

ア リング会社及びエン ドユーザーの中か ら訪問可能な会

社を選び､現 在フィル ターの総合エ ンジニアリング会社

であるPal1Corporation,フ ィル ターメーカーの胃IAd-

vancedFiltrationlnc.日 東電工㈱の関連会社のHaydra-

nautics社 製RO膜 の実績先であるArlingtOnDesalterな

どと交渉を進めています｡ま た濾過会議期間中ニューオ

リンズにて食品会社 の視察 も検討中です｡費 用はシング

ルルーム利用で､約45万 円を予定 しています｡詳 細は､後

日お知 らせ します｡国 際交流委員会では今後 さらに会員

各位のご希望な ども含めて具体案を詰めてまい ります｡

視察 ツアーは単に展示会や工場見学 を行 うだけでな く

参加されたメンバー同士の友好を深めると共 に将来の技

術､営 業の相互交流も大きな目的の一つであると思います｡

この機会に会員各位の多数のご参加を期待しています｡



このコーナーは名簿順に掲載する予定で おりますが.新 製晶開発がタイムリーな時期にあたる会員企業は優先的に掲

載遊検討致 し蟹すので広報委員･富 士 フィルター工業(株)ト 部宛 こ遵絡下實い(E一㎡aiilurabe@fujifilter.cojp)｡

粒膣分布測定等の受託測定

〈概 要〉 セイシン企業では機器販売以外に受託粉砕

や受託測定も行っております｡粒度分布測定の場合は液

体 によ り機鍾 を選定 して行 って

います｡ま た､フ ィルター等の細

孔 分布･比 表面積測 定 を測定す

る ことによ り口径や容積等の評

価 も行ってお ります｡

〈特 長･仕 様 〉

①粒度分布測定

爵固形分の少ない液体の場合､光遮断法により粒子の個数をカウントして粒

度分布を測定します｡機種:PAC-15(測 定範囲:1～150μm

醗固形分の多い液体の場合､レーザー回折･散乱法により粒度分布(体積)を

測定します｡機種:LMS-30(測 定範囲:0-1～1000μm

嚇顕微鏡法としでは画像解析装置により粒度分布や形状の評価も行います｡

機種:LUZ:EXSE測 定範囲:O.1μm～

②フィルターの評価

フィルターの評価として口径や容積を細孔分布･比表面積測定により求める

ことも可能です｡機種:水銀圧入法･窒素ガス吸着法･空気透過法

カートリッジフィルター 臨 臼く緯O』

〈製品概要〉 製品概要:ダ イ ワボウの｢SEKISO｣は､

あ らゆる産業分野 で幅広 いニー ズにお応 えするた め､

独 自の製造技術 で開発された多層構造 カー トリッジフ

イルターです｡電 子･塗 料･メ

ッキ･食 品･化 学工業 をは じめ､

さまざまな分野で画期的なろ

過性能 を発揮 します｡ま た､す

べて洗浄加工 を施 しています

ので､非 常 にク リー ンな フィ

ルターです｡

〈蒋長･仕 様〉

①フィルター窄溝成は､不織布と熱成型体(モールド)の2層構造となってお

り､単層品と比較し､ろ過寿命が大幅に延びました｡(当社比:1.5～3倍)

②製品はすべて独自の製造技術により洗浄されているため､界

面活性剤などの流出はなく泡立ちはありません｡

③熱接着性複合繊維を使用しているため､ろ材の繊維同士は完

全に熱接着され､繊維の脱落はありません｡

④ポリプロピレンとポリエ:チレンのポリオレフィン系樹脂を使用

しているので､耐薬品性(酸 性､アルカリ性)に 優れています｡ま

た､素材はすべてFDA規 格に準じています｡

フィルム7ックTM耐 微生靭性逆浸透膜工レメント鷺W3ひ365FR

〈製品概 要 〉耐 微生物汚 染性 と洗 浄性が 高 い｢BW30-

365FR｣は､こ れまで差圧 の上昇や頻繁な薬品洗浄な ど

逆浸透膜の適用 に課題 のあった用途 に向けて開発 され

た膜エレメン トです｡国 内では下水二次処理水か らの

水の再利用や食品工場廃水の処理な どで実績 を重ねて

お ります｡

汚 れ にくい膜 によ

って､運 転管理費 の低

減 に寄 与 してお りま

す｡

〈特長･仕 様〉

⑦膜表面を平滑にすることと親水性を高めることによって従来

の膜に比べて､微生物の膜表面への付着速度を遅らせることが

できる｡

②エレメントの構造は､短いリーフを多数捲き込む方式をとって

おり､膜面全体でより均一な透過水の流れを実現する｡

③原水スペーサー(流路材)に厚みの大きなものを使用し､薬品

洗浄時の回復性能(特 に差圧に対して)を高めている｡



菊侶 本化学工業株式;金社
当社は､創 業より今 日まで45年 にわた り､近 代バイオ

テク ノロジーの先駆 者､高 峰譲吉博士 の開発 された麹

培養技術 を礎に､微 生物 による酵素 を専 門に製造 し､販

売してまい りました｡

澱粉糖化用酵素 に始 ま り､技 術 の向上 と設備の増強

で､今 口では食品用 を中心 に健康食品用､農 畜産鳳 繊

維用､エ ネルギー用等､バ イオテクノロジー に係わるあ

らゆる分野 に向けて数十種類 の酵素製剤 を開発､供 給

してお ります｡又､そ れ らの製品は 日本国内は もとより

欧米 をは じめ とす る世界各国で皆様 にご利用いただ い

ています｡

21世 紀はバイオの時代 と言 われています｡酵 素は､い

まや幅広 い産業分野で利用され､我 々の生活の あらゆ

る場面 に密着 に関係 しています｡新 日本化学工業(株)

は この先人か ら技術 を受 け継ぎ､更 に発展 させ､た ゆま

ぬ努力で研究開発 を進め､世 界の市場で評価 され る安

全で高品質 な酵 素剤の製造 と新 製品の 開発 をめ ざし､

環境問題解決 と皆様の健康 と豊かな暮 らしの一助 とな

るよう努力してまい ります｡(渡 辺晋也)

アサヒビール株式禽社
すべ てはお客様の｢う まい!｣の ために｡こ れ はアサ

ヒビール全社員の信念 を表 した言葉です｡

弊社 は､主 力商品で あるアサ ヒ スーパー ドライ を

1987年 に発売 いた しました｡以 来､ア サ ヒ スーパー ド

ライは多 くのお客様 のご支持をいただ き､11年 連続 し

てビール市場でのシェアアップを果た してお ります｡

現在､お 客様の嗜好の多様化 に対応するため に､ビ ー

ル･発 泡酒事業で築 いた強固な営業基盤を活用 し､総 合

酒類化を推進してお ります｡具 体的には､2001年 ニ ッカ

ウヰスキー㈱ の営業部門を統合 し､2002年 旭化成工業

㈱ 脇 和発酵工業㈱の酒類事業を譲 り受け､マ キシアム･

ジャパ ン㈱ との営業提携を行 いま した｡こ れ によ り､洋

酒･焼 酎･ワ イ ン･低 アル コール飲料な ど酒類全般 の製

造及び販売免許 を取得 し､お 客様の様々なライ フシー

ンで､バ ラエティ豊かなお酒の楽 しみを ご提案 できる

体制とな りました｡

これか らも､｢最 高の品質 と心の こもった行動 を通 じ

て､お 客様の満足を追及 し､世 界の人々の健康で豊かな

社会の実現 に貢献 します｡｣と いう経営理念 のもと､常

にお客様の期待 を上回るチャ レンジを続けてまい りま

す｡(堀 江 由美)

キ ツコーマ ン株弐会社
設 立191一 年(大正6年)}2月7E】 野田醤油株式会社設立､

万上味酪株式会社設立

本 社 〒278-8601千 葉県野Eヨ市野田250

電話d4-723-5111

東 京 本 社 〒105-8428東 京都港区西新橋2-1-1

電話03-5521-5131

資 本 金11,599百 万円(2003年3月3旧 現在)

連 結売 上高342,508百 万円(2003年3月 期)

単 独売 上高126,62E百 万円(2003年3月 期)

従 業 員 数2.330名(2003年3月31日 現在)

ホームページhttp://www.klkkoman.oo.jp

キ ッコー マ ンは､17世 紀 以来 積み 上 げて き た輝 か しい

伝 統 と､時 代 を洞 察す る革 新性 を経営風 土 として きま し

た｡い ま､食 生活 の あ らゆ る分野 で グローバル化 がすす み､

企 業経営 に国 際的視野 が必須 にな りま した｡当 社 は､日 本

の味･し ょ うゆ を世界 の味 にすべ く努 力 を重 ね て きま し

た｡｢キ ッ コー マ ン｣(KIKKOMAN)ブ ラ ン ドは世界 各地

の工場か ら実 に100力 国余 りに出荷 され､そ の国 の食生活

を味 わ いの深 い もの に して い ます｡ま さ に食 文化 の 国際

交 流の大使 と言 えま しょう｡

国 内 にあ って は､ト ップ ブ ラン ドと して のキ ッコーマ

ンし ょうゆ は もとよ り､和 風調 味料､デ ルモ ンテ､マ ンジ

ョウ､マ ンズ ワイ ンな ど､商 品力の ある製 品を世 に送 り出

して きま した｡ま た､永 い伝統 に培わ れた醸造 をは じめ と

す る当社 固有 の技術 は､バ イ オテ ク ノ ロジー に も新 たな

可能性 を与え ます｡

当社 の メッセ ー ジであ る｢食 の､あ た らしい風｣は､環 境

と調 和 させな が ら｢食 と健康｣の 分野 で､地 球 家 族 の入 々

の お役 に立 ちた い と願 うさわ や かな 風 です｡｢消 費 者本

位｣｢社 会 貢 献｣を しっか りと踏 まえ て､キ ッコー マ ンは､

地 球社 会 に とって な くて はな らな い企業 として発 展 して

まい ります｡(古 川俊夫)

株式金隷:僻藤園
伊藤 園は､日 本 の伝統飲料である緑茶 の製造及び販

売を主たる 目的として,196E年8月 に創業 いたしま した｡

以来､｢緑 茶 リーフ｣の トップメーカー として経営の基

盤 を着実 に築 き上げる一方､お 客様 の"ウ ォンツ"に 素

早く対応 したさまざまな新製品の開発にも積極的に取

り組んでまいりました｡そ の1つ として､い つでもどこ

でもおいしく健康によい緑茶がのめるように…

そ んな願 いのもと伊藤園は､従 来 では不可能 とされ

てきた緑茶 の缶 ドリンク化 を世界で初 めて実現 させ､

昭和60年2月 に｢缶 入 り煎茶｣を 発売 しました｡そ の後 も

更 に緑茶のお いしさや健康性 を引き出すための新技術

を開発す るなど､日 々品質向上に取 り組んでいます｡

今後 も我 々は､緑 茶 という自然が くれた安全でお い

しい飲 み物 を通 して､健 康で豊かな生活 を消費者の皆

様に提案 していきたいと考えています｡(衣 笠 仁)




